
聖
衆
来
迎
寺
蔵

「
六
道
絵
」

閤
魔
王
庁
幅
と
焔
魔
天
図
像

山2

本t

聡i

美み

は
じ
め
に

l
閣
魔
王
と
焔
魔
天
の
重
層
性

ご
-
つ
語
、
よ
E

ヴ

死
後
の
裁
き
を
行
う
閥
魔
王
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
生
前
の
行
い
を
映
し
だ
す
業
鏡
を
使
っ
て
罪
を
暴
き
、

恐
ろ
し
い
形
相
で
断
罪
す
る
。
い
っ
ぽ
う
で
閤
魔
王
は
救
済
を
つ
か
さ
ど
る
存
在
で
も
あ
り
、
地
獄
に
落
と
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
者
の
善
行
を
齢
酌
し
、
再
ぴ

現
世
へ
送
り
返
す
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
断
罪
と
救
済
の
二
面
性
を
持
つ
閤
魔
王
の
姿
は
、
平
安
時
代
初
頭
に
成
立
し
た
「
日
本
霊
異
記
』
に
も
見
え
、

説
話
と
し
て
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
絵
画
や
彫
刻
に
表
わ
さ
れ
る
の
は
平
安
時
代
も
後
期
に
至
っ
て
か
ら
と
推
定
さ

れ
、
作
例
が
残
る
の
は
鎌
倉
時
代
以
降
で
あ
る
。

こ
の
理
由
に
つ
い
て
中
野
玄
三
氏
は
、
密
教
の
焔
魔
天
が
閤
魔
王
の
代
役
を
つ
と
め
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
2
0

焔
魔
天
と
は
、
密
教
で
南
方

を
守
護
す
る
尊
格
と
さ
れ
、
両
界
長
茶
羅
や
十
二
天
画
像
中
に
登
場
す
る
。
ま
た
平
安
後
期
以
降
は
、
除
病
・
息
災
・
延
寿
・
安
産
を
祈
る
焔
魔
天
供
の
本
尊

と
し
て
独
尊
画
像
が
用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
焔
魔
天
の
周
囲
に
諸
春
属
を
配
置
し
た
各
種
の
焔
魔
天
量
茶
羅
が
、
東
密
、
台
密
で
考
案
さ
れ
た
。
密
教
に
お
け
る

こ
の
よ
う
な
焔
魔
天
の
性
格
は
、
後
に
海
土
信
仰
の
文
脈
に
お
い
て
登
場
す
る
、
冥
府
で
の
裁
き
を
つ
か
さ
ど
り
死
者
の
転
生
先
を
決
定
す
る
閤
魔
王
と
は
本

質
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
延
寿
や
安
産
な
ど
人
間
の
生
命
に
関
わ
る
修
法
の
本
尊
と
し
て
の
焔
魔
天
に
、
冥
界
か
ら
の
蘇
り
を
差
配
す
る
閤
魔
王
の

性
質
が
取
り
込
ま
れ
る
形
で
両
者
は
次
第
に
混
交
し
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
頭
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
各
種
の
図
像
集
に
お
い
て
は
、
双
方
の
性
格
が
混
在

聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
閤
魔
王
庁
幅
と
焔
魔
天
図
像



し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

両
者
の
重
層
性
が
造
形
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
中
野
氏
は
、
建
保
二
年
(
二
三
四
)
頃
の
造
営
で
あ
る
海
住

山
寺
五
重
塔
の
扉
一
絵
や
、
十
三
位
紀
の
作
で
あ
る
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「
焔
魔
天
受
茶
羅
(
十
九
位
量
茶
羅
こ
な
ど
に
お
い
て
、
元
来
菩
薩
形
で
表
わ
さ
れ

る
焔
魔
天
の
面
貌
が
念
怒
形
に
変
化
し
、
着
衣
も
中
国
風
と
な
る
点
に
、
そ
の
よ
う
な
過
渡
的
造
形
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。
ま
た
十
四
世
紀
の
作
例
と
し
て
、

画
中
に
菩
薩
形
の
焔
魔
天
と
盆
怒
形
の
閥
魔
王
両
方
が
描
か
れ
た
、
称
名
寺
蔵
「
焔
魔
天
量
茶
羅
」
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
様
の
事
例
と
し
て
、
現
存
は
し
な

え
ん
ま
ど
う

い
も
の
の
貞
応
二
年
(
一
二
二
三
)
に
落
慶
供
養
さ
れ
た
醍
醐
寺
焔
魔
堂
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
3
0

近
年
、
阿
部
美
香
氏
は
、
こ
れ
ま
で
閤
魔
王
を
中
心

と
す
る
五
尊
形
式
と
考
え
ら
れ
て
き
た
同
堂
の
尊
像
構
成
に
つ
い
て
、
東
密
系
に
流
布
し
た
焔
魔
天
量
茶
羅
に
基
づ
く
十
一
尊
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
『
閤

魔
王
堂
絵
銘
』
な
ど
新
出
史
料
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
ー
そ
の
性
質
を
「
密
教
の
閤
魔
王
を
本
尊
と
し
て
、
延
寿
な
ど
の
現
世
利
益
の
み
な
ら
ず
、

逆
修
や
追
善
追
福
と
い
っ
た
供
養
を
目
的
と
す
る
場
へ
と
性
格
を
発
展
さ
せ
た
、
画
期
的
な
仏
堂
」
と
位
置
付
け
た
5

。
同
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
醍
醐
寺
焔

魔
堂
は
、
密
教
的
焔
魔
天
と
浄
土
教
的
問
魔
王
に
対
す
る
信
仰
と
造
形
が
重
層
的
に
重
な
り
合
っ
て
い
た
具
体
的
事
例
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
か

ぴ
上
が
っ
て
き
た
。

以
上
の
事
例
か
ら
考
え
る
と
、
平
安
末
期
に
密
教
の
焔
魔
天
量
茶
緩
を
母
胎
と
し
て
萌
芽
し
、
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
徐
々
に
そ
こ
か
ら
分
離
し
独
立
す
る
形

で
成
立
し
た
凶
魔
王
像
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
閤
魔
王
庁
幅
」
(
挿
同
1
)
は
、
十
三
世
紀
後
半
の
制
作

と
見
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
問
魔
玉
川
像
の
古
例
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
過
渡
期
の
造
形
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
色
紙
形
に
記
さ
れ

た
銘
文
と
削
而
内
容
の
精
査
を
通
じ
て
、
本
阿
に
、
術
教
の
焔
魔
天
長
茶
維
の
凶
像
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
閤
魔
王
庁
幅
」

の
問
題
点

聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
は
、
全
十
五
幅
の
構
成
で
、
迷
い
の
世
界
で
あ
る
六
道
(
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
・
人
・
天
)
を
十
二
幅
、
堕
地
獄
か

ら
の
念
仏
に
よ
る
救
済
説
話
を
二
幅
、
そ
し
て
閤
魔
王
庁
に
お
け
る
死
後
の
裁
き
の
場
面
を
一
幅
に
表
わ
す
。
各
幅
の
大
き
さ
は
縦
一
五
五
セ
ン
チ
、
横
六
人

セ
ン
チ
あ
る
。

各
幅
の
画
而
上
部
に
付
さ
れ
た
色
紙
形
に
は
、
源
信
(
九
四
二

1
一
O
一
七
)
が
著
わ
し
た
『
往
生
要
集
』
を
主
な
典
拠
と
す
る
銘
文
が
記
さ
れ
、
画
面
内



聖
衆
来
迎
寺
蔵

「六
道
絵
」
間
魔
王
庁
幅
と
焔
肱
天
図
像

図 1 I六道絵 J(理栄来迎寺歳、十三世紀後半)、 |剖魔王庁 11日i



四

容
も
お
お
む
ね
同
書
に
基
づ
く
。
迷
い
と
苦
し
み
に
満
ち
た
現
世
を
厭
い
、
極
楽
へ
の
往
生
を
求
め
る
こ
と
を
勧
め
る
同
書
の
成
立
は
、
平
安
中
期
の
寛
和
元

年
(
九
八
五
)
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
た
び
た
び
版
行
さ
れ
る
な
ど
、
中
世
の
浄
土
信
仰
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
本
作
は
室
町
時
代

よ
か
わ
り
ょ
う
ぜ
ん
い
ん

ま
で
比
叡
山
横
川
の
霊
山
院
に
伝
来
し
た
こ
と
が
、
修
復
銘
か
ら
判
明
す
る
6
0

霊
山
院
は
源
信
が
宗
教
的
実
践
の
場
と
し
て
横
川
に
創
建
し
た
堂
宇
の
ひ
と

し
ょ
う
じ
ん
く

つ
で
、
本
尊
釈
迦
如
来
像
を
あ
た
か
も
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
供
養
す
る
、
生
身
供
が
行
わ
れ
て
い
た
。
横
川
に
は
、
源
信
が
『
往
生
要
集
』
の
著
述
を
行
つ

し
ゅ
り
ょ
う
ご
ん
い
ん

た
首
拐
厳
院
も
あ
り
、
本
作
は
、
十
三
世
紀
に
お
け
る
浄
土
信
仰
興
隆
の
機
運
の
中
で
、
そ
の
聖
典
と
も
い
う
べ
き
『
往
生
要
集
』
ゆ
か
り
の
地
で
成
立
し

た
記
念
碑
的
な
絵
画
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
閤
魔
王
庁
幅
」
の
、
画
面
最
上
部
左
右
二
箇
所
に
区
画
さ
れ
た
色
紙
形
に
は
、
主
と
し
て
『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁

十
王
経
』
(
以
下
『
地
蔵
十
王
経
』
と
記
す
)
に
基
づ
く
文
章
が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
往
生
要
集
』
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。
加
え
て
、
『
往
生
要
集
』
『
地
蔵
十
王

経
』
の
ど
ち
ら
に
も
基
づ
か
な
い
モ
チ
ー
フ
が
画
面
に
は
あ
り
、
本
幅
の
制
作
意
図
や
十
五
幅
中
で
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
多
く
の
謎
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
閤
魔
王
庁
幅
」
に
つ
い
て
、
大
串
純
夫
氏
は
『
往
生
要
集
』
の
大
焦
熱
地
獄
に
関
す
る
部
分
に
「
閥
魔
羅
王
、
種
々
阿
噴
7

」
(
闘
魔
緩
王
、
種
々
に
阿
噴
す
)

と
あ
る
こ
と
と
関
連
づ
け
て
、
本
幅
は
同
書
に
説
く
大
焦
熱
地
獄
図
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
8
0

こ
の
見
方
は
そ
の
後
、
中
野
玄

三
氏
に
よ
る
、
八
大
地
獄
の
う
ち
叫
喚
・
大
叫
喚
・
焦
熱
・
大
焦
熱
の
四
地
獄
を
一
括
し
て
表
わ
し
た
も
の
と
す
る
解
釈
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
9
0

し
か
し
、

画
中
の
色
紙
形
に
「
往
生
要
集
」
と
は
明
ら
か
に
出
典
の
異
な
る
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
幅
を
同
書
の
枠
内
で
解
釈
す
る
の
は
無
理
が
あ

る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
十
五
幅
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を
担
う
幅
で
あ
る
と
捉
え
、
『
往
生
要
集
』
に
拠
ら
な
い
場
面
が
敢
え
て
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
こ
そ
、

制
作
の
主
眼
が
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
加
須
屋
誠
氏
は
、
「
聖
衆
来
迎
寺
本
は
「
閤
魔
王
庁
幅
」
を
中
心
と
し
、
残
る
十
四
帽
を
そ
の
周

囲
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
六
道
世
界
の
広
が
り
を
空
間
的
に
構
築
し
て
い
た
」
と
述
べ
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
を
中
心
に
据
え
た
使
用
の
形
態
を
推
定
し
て
い
る
回

O

確
か
に
、
本
幅
に
は
正
面
観
と
左
右
対
称
の
構
図
が
備
わ
り
、
あ
た
か
も
闘
魔
王
を
中
尊
と
す
る
礼
拝
画
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
従
来
、
『
往

生
要
集
』
の
説
く
浄
土
信
仰
に
基
づ
く
制
作
意
図
が
検
討
さ
れ
て
き
た
本
作
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
を
中
心
に
据
え
た
何
ら
か
の
儀
礼
に
お

け
る
使
用
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
の
銘
文
と
画
面
内
容
の
精
査
を
通
じ
て
、
そ
の
制
作
意
図
を
再
考
す
る
。
ま
ず
色
紙
形
銘
文
の
典
拠
を
検
討
し
、
そ

の
一
部
に
密
教
の
焔
魔
天
関
連
儀
軌
か
ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
画
面
内
容
を
検
証
し
、
焔
魔
天
長
茶
羅
か
ら
継
承
さ
れ
た
要
素
を
明
ら



か
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
焔
肱
天
か
ら
悶
魔
王
へ
の
信
仰
及
び
造
形
而
で
の
過
渡
的
重
層
性
が
、
こ
の

「閥
魔
王
庁
幅
」
に
も
維
か
に
痕
跡
を

事
と
の
関
わ
り
か
ら
論
及
す
る
。

と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、

最
後
に
聖
衆
来
迎
寺
「
六
道
絵
」
の
使
用
目
的
に

つ
い
て
、
悶
魔
王
を
中
尊
と
す
る
追
善
仏

色
紙
形
銘
文
の
検
討
|

『地
蔵
十
王
経
』

1j:{12-1 堅持t来迎寺蔵 「六道絵」

間目立王]T怖l 色紙形 (右)

図2-2 聖衆来迎寺蔵「六道絵」

III.I魔王庁間色紙形 (ti:)

と
の
関
係

[色
紙
形
銘
文

〈右
〉]

司
マ

経
一玄
肌
閥
摩
王
宮
去
人
間

五
百
由
勝
那
大
城
凶
而
周

聞
鉄
地
五
官
刷
命
一州
銀
倶

生
神
仏
叶
各
染
筆
記
普
悲
業

マ
マ
(
帥
開
力
》

庁
前
有
二
人

頭

限

界
人
向

之
従
雌
口
吐
倣
燃
狐
火
善

人
向
之
自
雌
口
雨
背
蓮
一房

[色
紙
形
銘
文

〈左
〉]

経
云
帥
五
七
日
辺
聞
紙
王

裁
断
冥
官
策
罪
人
髪
仰
而

令
見
業
鋭
先
業
造
末
似
…
差

一静
声
於
滋
息
亡
人
驚
悔
逼

心
前
知
有
業
鏡
敢
不
造

非
同川
ん
鋭
如
削
身
争
令
知

苦
悩

聖
衆
来
迎
寺
蔵

「六
道
絵
」
閤
魔
王
庁
阿
と
焔
庇
天
図
像

「悶
魔
王
庁
阿
」
の
画
面
上
方
左
右
に
は
色
紙
形
が
区
画
さ
れ
、

そ
の
中
に
以
下
の
銘
文
が
墨
書
さ
れ
て
い

る
。
以
下
に
、
向
か

っ
て

右
(
挿
図
2
1
1
)、
左

(
挿
図

2

2

)
の
順
で
影
印
と
翻
刻
を

掲
げ
る
。
ま
た
訓
読
を、

[表
l
]
に
示
し
た
。

各
銘
文
の
冒
頭
に
は

「経
云
肌
」
(
経
に
云
う

〈意
を
取
る
〉
)
と

明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
経
典
に
基
づ
き
a

意
訳
さ
れ
た

文
言
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
銘
文
と
完
全

に
一
致
す
る
経
文
は
見
出
し
得
な
い
も
の
の
、

主
要
部
分
は
明
ら
か

に

『地
蔵
十
王
経
』
に
由
来
す
る
。

死
後
の
裁
き
を
行
う
十
王
の
中
の
ひ
と
り
が
閲
脆
王
で
あ
る
が
、

『地
蔵
十
王
経
』
は
こ
の
十
王
の
役
割
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
、
死
後

の
断
罪
か
ら
救
わ
れ
る
方
法
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
唐
代
に
成
立
し

た
偽
経

『仏
説
預
修
十
王
生
七
経
』
(以
下

『預
修
十
王
経
』
と
略
称
)

に
基
づ
き

日
本
で
偽
撰
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

第
五
番

日
の
間
魔
王
と
そ
の
本
地
仏
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
の
役
割
に

つ
い
て
詳

述
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
成
立
は
平
安
後
期
と
推
定
さ
れ
、
成
立

五
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の
下
限
を
示
す
傍
証
と
し
て
、
文
治
年
間
(
一
一
八
五

1
九
O
)
に
歌
僧
顕
昭
が
著
わ
し
た
『
袖
中
抄
」
に
、
同
経
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
う
本
井
牧

子
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
日
ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
常
陸
国
の
浄
土
僧
で
あ
る
往
信
が
種
々
の
因
縁
部
を
集
め
た
『
私
来
百
因
縁
集
』
(
正
嘉
元
年
〈
一
二

五
七
〉
践
)
巻
第
四
に
、
同
経
の
ま
と
ま
っ
た
引
用
が
あ
る
。
こ
の
他
、
東
寺
の
亮
禅
(
一
二
五
八

1
一
三
四
三
)
の
口
説
を
そ
の
弟
子
が
ま
と
め
た
『
白
宝

口
抄
』
「
焔
魔
天
法
上
」
に
は
、
「
十
王
経
云
」
と
し
て
『
地
蔵
十
王
経
』
の
一
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
目
。
ま
た
、
唱
導
の
た
め
の
表
白
や
説
教
を
集
め
た
「
普

通
州
引
導
集
」
は
、
永
仁
五
年
(
一
二
九
七
)
か
ら
正
安
凶
年
(
二
二

O
二
)
頃
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
の
中
巻
末
一
に
は
「
預
修
十
王

経
』
と
と
も
に
『
地
蔵
十
王
続
」
が
参
照
さ
れ
た
表
白
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
仏
事
に
お
い
て
、
『
地
蔵
十
王
経
』
に
什
必
づ
く
唱
導
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
徴
証
か
ら
、
遅
く
と
も
十
三
世
紀
後
半
に
は
『
地
蔵
十
王
経
』
が
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
同
経
を

参
照
し
て
「
凶
魔
王
庁
幅
」
の
銘
文
が
制
作
さ
れ
得
る
条
件
も
整
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
銘
文
と
『
地
蔵
十
王
経
』
本
文
目
と
を
対
照
し
て
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
。
左
右
色
紙
形
の
銘
文
を
意
味
の
ま
と
ま

り
ご
と
に
分
節
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
「
地
蔵
十
王
経
』

の
本
文
を

[表
1
]
に
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
銘
文
の
②
③
⑦
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑮
に
つ
い
て
は
、
従

来
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
『
地
蔵
十
王
経
』
と
内
容
の
一
致
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
語
句
や
語
版
に
若
干
の
相
違
を
含
む
場
合
も
あ
る
が
、
概
ね
経
文

に
あ
る
内
容
が
そ
の
ま
ま
銘
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
⑥
と
完
全
に
一
致
す
る
文
言
を
『
地
蔵
十
王
経
』
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
⑤
の
場

合
は
離
れ
た
例
所
か
ら
関
連
す
る
要
素
を
集
め
て
一
文
と
し
、
⑥
で
は
経
の
版
文
を
大
幅
に
意
訳
し
て
用
い
て
い
る
。
ま
さ
に
、
「
意
を
取
る
」
と
い
う
過
程

を
経
て
銘
文
が
成
立
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
銘
文
の
④
⑧
⑩
に
つ
い
て
は
、
『
地
蔵
十
王
経
」
に
該
当
す
る
経
文
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
注
目
し
、
以
下
で
は
「
閥
魔
王

庁
一
制
」
色
紙
形
銘
文
に
お
け
る
『
地
蔵
十
王
経
』
以
外
の
典
拠
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

閥
魔
王
と
七
七
斎
|
『
預
修
十
王
経
」

と
の
関
係

左
方
の
色
紙
形
一
行
目
に
、
⑩
「
五
七
日
週
間
経
王
裁
断
」
(
五
七
日
、
閥
羅
王
の
裁
断
に
遇
、
つ
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
「
五
七
日
」
と
は
、
七
七

斎
に
お
け
る
第
五
番
目
の
忌
日
を
指
す
。
七
七
斎
と
は
、
人
間
の
死
後
七
日
ご
と
に
行
う
追
善
仏
事
の
こ
と
で
、
次
の
転
生
先
が
決
ま
る
ま
で
の
中
有
(
中
陰
)

の
期
間
、
七
日
ご
と
に
受
け
る
裁
き
を
有
利
に
導
く
た
め
遺
族
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
ま
た
自
身
の
死
後
に
備
え
て
、
生
前
に
逆
修
供
養
と
し
て
行
う
場
合
も

聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
開
魔
王
庁
幅
と
焔
魔
天
阿
像

，七



Ji、

あ
る
。そ

も
そ
も
十
王
と
は
、
こ
の
裁
き
を
司
る
、
秦
広
王
(
初
七
日
)
、
初
江
王
(
二
七
日
)
、
宋
帝
王
(
三
七
日
)
、
五
官
王
(
四
七
日
)
、
悶
魔
王
(
五
七
日
)
、

変
成
王
(
六
七
日
)
、
太
山
王
(
七
七
日
)

の
七
人
の
王
に
、
平
等
王
(
百
箇
日
)
、
都
市
王
(
一
周
忌
)
、
五
道
転
輪
王
(
三
回
忌
)
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

銘
文
⑩
は
、
本
幅
に
描
か
れ
た
閤
魔
王
が
こ
の
う
ち
五
七
日
の
裁
き
を
行
う
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
文
一
言
は
、
人
が
死
後
に
閲

魔
王
庁
に
至
る
ま
で
の
時
間
の
推
移
を
表
わ
し
て
い
る
H
o

と
こ
ろ
が
「
地
蔵
十
王
経
』
に
日
を
向
け
る
と
、
十
王
各
々
の
名
前
や
性
質
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
る
も
の
の
七
七
斎
に
対
す
る
言
及
は
意
外
に
少
な
く
、

特
に
閤
魔
王
に
関
す
る
箇
所
に
五
七
日
の
忌
日
や
そ
の
供
養
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
な
い
。
同
経
で
は
、
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
十

斎
日
目
を
勧
め
る
こ
と
や
、
地
獄
か
ら
の
救
済
仏
と
し
て
の
地
蔵
の
役
割
に
つ
い
て
多
く
の
文
言
が
割
か
れ
て
お
り
、
銘
文
⑩
の
内
容
と
は
大
き
な
阻
断
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
鷹
巣
純
氏
は
、
こ
の
部
分
の
典
拠
が
『
地
蔵
十
王
経
』
で
は
な
く
、
『
預
修
十
王
生
七
経
』
に
あ
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
習
同
経
の

該
当
箇
所
に
は
「
第
五
七
日
過
閥
羅
王
、
讃
日
、
五
七
闘
王
息
滞
声
、
罪
人
心
恨
未
甘
情
、
策
髪
仰
頭
看
鏡
、
始
知
先
世
事
分
明
口
」
(
第
五
七
日
、
閥
緩
王
を

過
ぐ
、
讃
に
日
、
五
七
閤
王
誇
声
を
息
む
、
罪
人
の
心
恨
は
未
だ
甘
情
な
ら
ず
、
髪
を
策
り
頭
を
仰
ぎ
て
鏡
を
看
る
、
始
に
先
世
事
の
分
明
を
知
る
)
と
あ
り
、

銘
文
⑩
に
お
け
る
「
悶
羅
王
」
(
閥
魔
王
の
別
称
)
と
い
う
表
記
が
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
五
七
日
遇
閥
緩
王
」
と
い
う
文
言
も
、
「
遇
」
と
「
過
」
と
い

う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
『
預
修
十
王
経
』
に
あ
る
「
五
七
日
過
閣
羅
王
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
内
容
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
銘
文
で
は
、
『
地

蔵
十
王
経
」
だ
け
で
な
く
明
ら
か
に
『
預
修
十
王
経
』
を
も
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
『
地
蔵
十
王
経
」
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い

七
七
斎
に
関
す
る
経
説
を
、
『
預
修
十
王
経
」
の
所
説
を
援
用
し
て
銘
文
に
盛
り
込
む
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

四

閤
魔
王
の
春
属
|
五
官
と
人
頭
瞳

銘
文
④
の
「
五
官
」
に
関
し
て
は
、
『
地
蔵
十
王
経
』
に
該
当
す
る
内
容
が
な
い
だ
け
で
な
く
問
、
『
預
修
十
王
経
」
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
つ

ぽ
う
、
中
国
撰
述
の
偽
経
で
あ
る
『
浄
土
三
味
経
』
な
ど
に
、
人
間
の
作
罪
を
禁
じ
る
五
官
、
す
な
わ
ち
仙
官
(
殺
生
を
や
め
さ
せ
る
)
、
水
官
(
像
盗
を
や

め
さ
せ
る
)
、
鉄
官
(
邪
淫
を
や
め
さ
せ
る
)
、
土
官
(
虚
言
を
や
め
さ
せ
る
)
、
天
官
(
飲
酒
を
や
め
さ
せ
る
)
に
つ
い
て
の
経
説
が
載
る
こ
と
を
、
加
須
屋

誠
氏
が
指
摘
し
て
い
る
目
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
五
官
が
、
密
教
の
図
像
集
に
も
焔
魔
天
や
閤
魔
王
の
巻
属
と
し
て
広
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。



例
え
ば
『
別
尊
雑
記
』
巻
第
四
十
六
の
「
焔
魔
天
」
に
お
い
て
、
そ
の
第
三
の
師
説
の
冒
頭
に
「
焔
魔
天
弘
明
ム
恒
常
詰
噌
」
(
焔
・
挺
天
、
大
集
経
に
云
、
地

蔵
並
口
隣
、
間
魔
王
と
為
る
な
り
、
使
者
は
是
五
官
神
な
り
)
と
あ
り
、
割
注
に
「
闘
魔
王
」
と
地
蔵
菩
薩
が
同
体
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
と
共
に
、
そ
の
使

者
と
し
て
「
五
官
神
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
裏
書
(
裏
書
三
一
五
)
に
は
、
「
経
律
異
相
第
五
十
云
、
閤
浮
堤
南
有
大
金
剛
山
内
有
閤
魔
羅
王
宮
、

縦
広
六
千
由
旬
、
五
官
禁
人
作
罪
、
五
官
者
一
鮮
官
禁
殺
、
二
水
官
禁
盗
、
三
鉄
官
禁
淫
、
凹
士
官
禁
両
舌
、
五
天
官
禁
酒
田
」
(
経
律
異
相
第
五
十
に
云
、
閲

浮
堤
南
に
大
金
剛
山
有
り
、
内
に
閥
魔
羅
王
宮
有
り
、
縦
広
は
六
千
由
旬
、
五
官
は
人
の
作
罪
を
禁
ず
、
五
官
は
、

一
、
鮮
官
禁
殺
、
・

2

水
官
禁
盗
、
ご

a

、

鉄
官
禁
淫
、
凹
、
土
官
禁
両
舌
、
五
、
天
官
禁
酒
と
云
々
)
と
五
官
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
詳
述
さ
れ
る
と
共
に
、
南
梁
の
僧
で
あ
る
宝
唱
ら
が
編
纂
し
た
「
経

律
異
相
」
が
こ
の
説
の
出
典
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
認
。
焔
魔
天
や
閥
魔
王
の
谷
属
と
し
て
の
五
官
は
、
仏
教
説
話
を
載
せ
た
同
書
の
よ
う
な
漢
籍
を
通
じ
て
受

容
さ
れ
、
密
教
の
儀
軌
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
五
官
を
表
わ
す
絵
画
や
彫
刻
の
現
存
作
例
は
見
出
し
得
な
い
が
、
醍
醐
寺
焔
魔
堂
壁
画
の
銘
文
を
記
録
し
た
『
焔
魔
王
堂
絵
銘
」
に
よ
っ
て
、

同
堂
の
壁
画
に
は
、
中
央
に
十
一
尊
で
構
成
さ
れ
た
彫
像
の
近
く
の
壁
に
、
五
官
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
こ
に
五
官
が
採
用
さ
れ
た
理
由
に

つ
い
て
、
阿
部
美
香
氏
は
「
地
獄
に
堕
ち
る
五
戒
の
罪
と
関
わ
る
冥
府
の
働
き
を
象
徴
す
る
冥
官
冥
衆
と
し
て
、
本
尊
の
周
囲
に
配
さ
れ
て
い
た
」
と
分
析
し
、

「
焔
魔
王
の
力
の
行
使
で
あ
る
裁
き
の
場
を
よ
り
強
調
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
お
。
す
な
わ
ち
、
焔
魔
天
と
閥
魔
王
が
重
層

的
に
造
形
さ
れ
て
い
た
段
階
に
お
い
て
、
五
官
は
閥
魔
王
に
冥
界
の
裁
判
官
と
し
て
の
属
性
を
付
与
す
る
上
で
、
不
可
欠
の
谷
属
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
が
本
幅
の
銘
文
に
、
『
地
蔵
十
王
経
』
に
は
な
い
五
官
が
採
用
さ
れ
た
理
由
で
は
な
い
か
。
耐
面
に
お
い
て
も
、
五
人
の
冥
官
が
閤
魔
王
を
取
り

巻
く
よ
う
に
拙
か
れ
て
い
る
。

{

岨

カ

〕

に

ん

ず

ど

う

だ

ん

だ

ど

う

次
に
、
銘
文
⑦
「
庁
前
有
二
人
頭
幡
」
(
庁
前
に
二
つ
の
人
頭
瞳
有
り
)
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
端
に
人
形
の
頭
が
つ
い
た
人
頭
瞳
と
は
、
檀
茶
艦
(
檀

撃
瞳
)
と
も
い
い
、
閤
魔
王
の
裁
き
に
際
し
て
人
の
善
悪
を
奏
上
す
る
役
割
を
担
う
。
「
地
蔵
十
王
経
』
に
は
「
左
右
有
檀
茶
艦
、
上
安
人
頭
形
、
能
見
人
問
、

如
見
掌
中
議
羅
之
呆
」
(
左
右
に
檀
茶
艦
有
り
、
上
に
人
頭
形
を
安
ず
、
能
く
人
間
を
見
る
こ
と
、
掌
中
に
裕
緩
之
果
を
見
る
如
し
)
と
記
さ
れ
て
お
り
、
銘

文
⑦
は
こ
の
部
分
を
参
照
し
て
い
る
。
し
か
し
、
続
く
銘
文
⑧
「
罪
人
向
之
従
瞳
口
吐
蛾
燃
猛
火
、
善
人
向
之
自
瞳
口
雨
青
蓮
房
」
(
罪
人
が
之
に
向
か
う
と

ふ

輔
口
よ
り
織
燃
の
猛
火
が
吐
か
れ
、
善
人
が
之
に
向
か
う
と
瞳
口
よ
り
青
蓮
房
が
雨
る
)
と
い
う
、
二
本
の
人
頭
瞳
の
働
き
を
詳
述
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
地

蔵
十
王
経
』
に
も
『
預
修
十
王
経
』
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
業
の
善

聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
闘
魔
王
庁
幅
と
焔
魔
天
図
像

九



。

悪
に
よ
っ
て
人
頭
瞳
の
口
か
ら
火
焔
や
蓮
華
が
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
の
説
も
、
先
に
見
た
五
官
と
同
じ
く
各
種
の
図
像
集
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
頭
瞳
は
「
檀
撃
瞳
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
元
来
は
三
味
耶
形
と
し
て
焔
魔
天
を
象
徴
し
、
造
形
の
上
で
も
そ
の
持
物
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
の
図
像
集
で
焔
魔
天
と
閤
魔
王
の
性
質
は
混
在
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
善
悪
に
従
っ
て
火
焔
や
蓮
華
が
檀
筆
陣
の
口

か
ら
放
た
れ
る
と
い
う
説
も
広
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
善
人
に
対
し
て
放
た
れ
る
証
に
つ
い
て
、
「
白
蓮
華
」
と
す
る
も
の
と
「
青
蓮
香
」
と
す
る
こ

系
統
が
あ
り
、
「
香
」
と
コ
房
」
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
銘
文
⑧
は
後
者
に
近
い
。
こ
の
系
統
の
説
を
載
せ
る
も
の
と
し
て
『
覚
禅
紗
』
『
白
宝
抄
』
『
白
宝

【
出
力
》

口
抄
』
が
あ
る
。
内
容
は
い
ず
れ
も
大
同
小
異
で
あ
り
、
「
覚
禅
紗
』
に
は
「
七
集
云
、
問
、
罪
業
時
、
従
檀
撃
口
発
声
火
焔
、
同
出
火
焔
、
而
出
異
純
而

縛
罪
人
、
求
善
事
時
、
檀
肇
口
出
青
蓮
香
白
」
(
七
集
に
云
、
問
、
っ
、
罪
業
の
時
、
檀
肇
口
よ
り
従
い
火
焔
を
発
声
す
、
而
し
て
火
焔
を
出
だ
す
、
而
し
て
〔
期

純
を
出
だ
す
、
而
し
て
罪
人
を
縛
す
、
善
事
を
求
む
時
、
植
撃
口
よ
り
青
蓮
香
が
出
で
る
)
と
記
さ
れ
て
い
る
出
。
罪
業
深
い
者
に
は
檀
撃
の
口
か
ら
火
焔
が

放
た
れ
、
さ
ら
に
黒
縄
却
が
出
て
こ
れ
を
捕
縛
、
善
行
を
積
ん
だ
者
に
は
口
か
ら
青
蓮
の
香
が
漂
う
と
い
う
。
こ
の
説
に
基
づ
き
、
「
青
蓮
香
」
と
い
う
絵
画
化

し
に
く
い
要
素
を
「
青
蓮
房
」
(
青
蓮
の
花
弁
)
と
置
き
換
え
た
も
の
が
、
銘
文
⑧
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
画
而
で
は
、
向
か
っ
て
左
の
盆
怒
形
の
人
頭
陣
の

口
か
ら
火
焔
が
放
た
れ
、
右
の
普
薩
形
の
人
頭
瞳
の
口
か
ら
光
線
と
共
に
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
で
い
る
。
ま
た
、
先
の
儀
軌
に
あ
る
「
黒
縄
で
捕
縛
さ
れ
る
」

と
い
う
内
容
は
銘
文
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
「
閥
魔
王
庁
幅
」
画
面
最
下
部
に
は
緊
縛
さ
れ
て
獄
卒
に
連
れ
ら
れ
る
亡
者
が
拙
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
の
銘
文
は
、
大
部
分
を
『
地
蔵
十
王
経
』
に
拠
り
な
が
ら
も
、
部
分
的
に
『
預
修
十
王
経
』
を
参
照
し
、

さ
ら
に
は
焔
魔
天
に
関
す
る
東
密
系
の
儀
軌
が
参
照
さ
れ
て
起
草
さ
れ
た
可
能
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
本
幅
の
画
面
内
容
を
理
解
す
る
上
で

も
重
要
な
視
角
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
典
拠
を
総
合
的
に
参
照
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
明
確
な
解

釈
が
可
能
と
な
る
。

五

閤
魔
王
宮
の
表
現
と
焔
魔
天
長
茶
羅

以
下
で
は
、
本
幅
の
画
面
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
寧
波
系
十
王
国
か
ら
の
影
響
や
『
地
蔵
十
王
経
」
に
よ
る
解
釈
に
加
え
、
密

教
の
焔
魔
天
に
関
す
る
儀
軌
や
図
像
が
参
照
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
追
究
す
る
。
特
に
、
画
面
上
部
に
捕
か
れ
た
、
宮
殿
内
に
坐
す
悶
魔
王
と
そ
の
春
属
の
描

写
を
取
り
上
げ
、
こ
こ
に
焔
魔
天
憂
茶
羅
図
像
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。



本
幅
の
画
面
上
部
に
は
、
屋
般
を
い
た
だ
き
幡
幕
で
荘
厳
さ
れ
、
朱
塗
り
の
欄
干
や
階
を
備
え
た
宮
殿
が
捕
か
れ
て
い
る
。
色
紙
形
銘
文
の
内
容
と
比
較
す

る
と
、
②
の
「
閤
魔
王
宮
」
に
基
づ
く
描
写
で
は
あ
る
が
、
そ
の
建
築
の
細
部
に
関
し
て
銘
文
中
に
は
詳
し
い
描
写
が
な
く
、
『
地
蔵
十
王
経
』
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
寧
波
系
十
王
図
の
諸
作
例
を
眺
め
て
も
、
こ
の
よ
う
に
屋
根
を
持
つ
宮
殿
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

い
っ
ぽ
う
図
像
集
に
は
、
焔
魔
天
及
、
び
そ
の
春
属
を
含
む
修
法
の
場
を
観
想
す
る
た
め
の
「
道
場
観
」
が
広
く
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
本
帽
に
お
け
る

宮
殿
の
様
子
と
一
致
す
る
要
素
が
あ
る
。
特
に
「
別
尊
雑
記
』
巻
第
四
十
六
「
焔
魔
天
」
第
一
の
師
説
に
は
、
「
檀
上
有
〈
党
字
〉
字
、
放
光
明
遍
照
、
大
地

成
琉
稿
宝
地
、
其
上
亦
有
〈
党
字
〉
字
、
成
宮
殿
、
坤
劃
組
制
、
肺
劃
割
倒
周
囲
劇
側
、
船
刷
剛
対
剛
問
酬
明
制
内
閣
制
附
湖
、
殿
内
有
壇
物
、
其
上
有
〈
党

⑬
 

字
〉
字
、
変
成
檀
茶
印
、
印
変
成
焔
魔
法
王
、
肉
色
、
出
掛
川
劃
閥
、
右
手
与
願
印
、
乗
水
牛
、
左
右
前
後
后
妃
嫁
女
、
太
山
府
君
、
五
道
冥
官
等
、
谷
属
囲

焼
、
作
此
観
巳
、
加
持
七
所
思
」
幻
と
あ
り
、
本
幅
と
の
一
致
点
が
多
い
。
後
半
部
分
で
説
く
、
体
色
が
肉
色
で
水
牛
坐
に
来
る
と
い
う
焔
魔
天
の
岡
像
的
特
徴

は
、
本
幅
に
抗
か
れ
た
閥
魔
王
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
も
の
の
、
前
半
部
分
の
宮
殿
の
姉
写
は
、
こ
こ
に
拙
か
れ
た
宵
般
の
荘
厳
と
良
く
一
致
す
る
。

ま
ず
、
道
場
観
の
傍
線
部
④
で
は
宮
殿
内
が
「
七
宝
荘
厳
」
さ
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
画
中
で
外
院
床
が
鮮
や
か
な
タ
イ
ル
で
荘
厳
さ
れ
て

い
る
描
写
と
よ
く
合
致
す
る
。
ま
た
傍
線
部
⑮
「
幡
蓋
宝
樹
周
匝
厳
飾
」
(
幡
に
て
蓋
い
、
宝
樹
が
周
匝
を
厳
飾
す
)

の
要
素
は
、
画
中
で
は
軒
下
の
御
簾
や

幡
幕
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
傍
線
部
@
「
此
殿
四
方
四
門
開
通
、
毎
門
皆
有
階
道
」
(
此
殿
の
四
方
に
四
門
が
開
通
し
、
門
ご
と
に
皆
階
道
有
り
)
の
要
素
は
、

画
中
で
宮
殿
正
面
に
拙
か
れ
た
階
で
代
表
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
本
幅
岡
面
上
部
の
宮
殿
は
、
焔
魔
天
儀
軌
に
お
け
る
道
場
観
を
参
照
し
て

描
か
れ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
こ
こ
で
掲
げ
た
『
別
尊
雑
記
』
の
記
述
と
は
逐
語
的
な
近
さ
が
あ
る
。

次
に
、
宮
殿
内
部
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
中
央
の
閤
魔
王
は
唐
装
で
、
執
務
用
の
机
を
前
に
し
て
椅
子
に
坐
し
右
手
に
妨
を
執
る
。
そ
の
身
色
は
赤
く
面
貌

は
盆
怒
形
で
ほ
ぼ
正
面
観
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
の
う
ち
、
中
国
式
の
服
装
、
窓
怒
形
、
持
勿
と
い
っ
た
要
素
は
一
見
す
る
と
寧
波
系
十
王
国

か
ら
の
影
響
を
思
わ
せ
る
が
、
本
幅
の
図
像
と
完
全
に
一
致
す
る
中
国
作
例
は
見
出
し
得
な
い
。
先
に
検
証
し
た
宮
殿
の
建
築
描
写
と
同
じ
く
、
悶
魔
王
の
描

写
に
つ
い
て
も
焔
魔
天
に
閲
す
る
儀
軌
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
先
に
引
用
し
た
「
別
尊
雑
記
」
「
焔
魔
天
」
道
場
観
の
後
半
部
分
傍
線

部
⑮
に
、
「
左
持
人
頭
瞳
」
と
し
て
左
手
の
持
物
で
あ
る
人
頭
艦
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
本
幅
の
閤
魔
王
の
左
手
を
見
る
と
、
何
ら
持

物
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
か
を
持
つ
よ
う
な
仕
草
を
し
て
腹
部
の
前
で
握
ら
れ
て
い
る
。
寧
波
系
十
王
国
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
形
態
は
、
道
場

観
に
説
か
れ
た
焔
魔
天
の
特
徴
の
痕
跡
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
閲
魔
王
庁
幅
と
焔
魔
天
図
像



道
場
観
は
、
焔
魔
天
の
姿
を
正
し
く
観
想
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
光
明
の
中
に
宝
地
を
観
じ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
宝
地
上
に
そ
び
え
る
宮
殿
へ
と
観

想
を
進
め
、
そ
の
壇
上
に
焔
魔
天
の
種
字
が
現
わ
れ
る
と
、
こ
れ
が
人
頭
瞳
に
変
じ
さ
ら
に
焔
魔
天
へ
と
変
じ
て
修
法
の
場
の
中
心
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
、

焔
魔
天
の
左
右
前
後
を
后
妃
や
太
山
府
君
ら
の
春
属
が
囲
緯
す
る
様
子
を
観
想
し
終
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
場
観
が
完
結
し
、
よ
う
や
く
修
法
が
開
始
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
焔
魔
天
と
閤
魔
王
の
信
仰
が
混
在
す
る
過
渡
的
段
階
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
道
場
観
は
、
閤
魔
王
の
姿
を
観
想
す
る
場
合
の
典
拠
と
も
成
り
得

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
幅
の
画
面
上
部
の
尊
像
構
成
は
、
記
官
属
と
し
て
后
妃
や
太
山
府
君
を
捕
か
ず
、
代
わ
り
に
五
官
に
よ
っ
て
閤
魔
王
が
聞
緯
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。

る
点
が
こ
の
儀
軌
と
大
き
く
巽
な
る
も
の
の
、
宮
殿
の
荘
厳
や
そ
の
中
央
に
正
而
を
向
い
て
坐
す
悶
魔
王
の
図
像
は
、
道
場
観
に
拠
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は

再
び
画
面
に
目
を
向
け
る
と
、
閤
魔
王
を
中
心
に
そ
の
左
右
に
宮
殿
の
柱
が
あ
り
、
さ
ら
に
執
務
机
の
下
部
と
並
行
し
て
朱
珍
一
り
の
枢
が
画
面
を
横
切
る
。

柱
と
拒
で
区
画
さ
れ
た
内
側
の
空
間
に
は
、
閤
魔
王
と
二
人
の
冥
官
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
長
方
形
の
空
間
が
宮
殿
の
内
障
を
構
成
す
る
。
方
形
で
区
画
さ

れ
た
空
間
に
三
尊
を
配
置
す
る
構
図
は
、
『
別
尊
雑
記
』
(
図
像
二
五
回
、
挿
図
3
)
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
十
一
尊
形
式
の
「
焔
・
魔
天
憂
茶
羅
図
像
」
を

想
起
さ
せ
る
由
。
こ
の
図
像
は
、
先
に
掲
げ
た
道

場
観
に
基
づ
く
股
界
が
図
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
道
場
観
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
内
院

と
外
院
の
区
画
が
こ
こ
で
は
明
示
さ
れ
て
い
る
。

本
幅
に
お
け
る
宮
殿
内
部
の
画
面
構
成
は
、
焔
魔

天
憂
茶
経
図
像
に
示
さ
れ
た
内
院
と
外
院
の
区
画

を
、
宮
殿
建
築
に
置
き
換
え
て
表
わ
し
た
も
の
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
程
よ
り
下
に
拙
か
れ
た
外
陣
と
見
な
さ

れ
る
区
画
に
は
、
各
々
木
札
と
筆
、
巻
子
と
筆
を

持
つ
二
人
の
冥
官
、
及
び
相
似
形
の
二
童
子
が
控



え
る
。
『
地
蔵
十
王
経
」

録
記
神
」
が
い
る
。
前
者
は
命
令
の
材
、

後
者
は
記
録
の
神
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

の
冒
頭
に
は
、
仏
に
よ
る
説
法
に
集
会
し
た
閤
魔
王
及
び
そ
の
谷
属
の
名
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に

「司
命
令
神
」
と

「司

一
般
に

「司
命

・
司
録
」
と
略
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
銘
文
⑤
に

も
略
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。
画
面
に
お
い
て
は
、
向
か

っ
て
右
方
が
木
札
を
持
ち
閤
魔
王
の
命
令
を
伝
達
す
る
司
命
、
左
方
が
巻
子
を
持
ち
記
録
す
る
司
録
と

解
釈
で
き
る
。
加
え
て
、
先
に
見
た

『別
尊
雑
記
』
所
収
の
十

一
尊
形
式
の
「
焔
魔
天
受
茶
雑
図
像
」
に
も
、
司
命
と
司
録
の
名
前
と
図
像
が
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
の
う
ち
司
命
の
姿
は
本
師
と
も

一
致
し
て
お
り
、
本
幅
と
同
図
像
と
の
つ
な
が
り
が
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
。
ま
た
、
同
図
像
の

ど

さ

に

じ

よ

う

じ

ゅ

せ

ん

外
院
に
は
、
谷
属
と
し
て

「
茶
吉
尼
」
と
「
成
就
仙
」
が
左
右
相
似
の
童
子
形
で
抗
か
れ
て
い

る
。
本
一怖
に
拙
か
れ
た
二
章
子
の
姿
に
は
、
こ
れ
ら
の
図
像

が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
想

以
上
の
よ
う
に
、
本
幅
に
お
け
る
閥
魔
王
宮
の
表
現
に
は
、
東
密
系
で
流
布
し
た
十

一
尊
形
式
の
焔
脆
天
受
茶

経
の
尊
像
構
成
と

一
致
す
る
要
素
が
多
い
。
本
帽
の
焔
魔
王
が
中
国
風
の
服
装
と
念
怒
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
点
は
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代

の
焔
魔
天
像
の

一
部
に
も
見
ら
れ
、
焔
魔
天
図
像
の
展
開
に
お
い
て
本
帽
の
閲
脆
王
像
も
迎
仰
附
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
そ
の
い

っ
ぽ
う
で
、
本
帽
に
は

一
層
明
確
に
十
王
国
か
ら
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

「焔
股
天
受
茶
羅
」
の
諸
作
例
と
は

一
一線

い
る
姿
は
、

を
画
す
。
特
に
画
面
下
部
の
獄
卒
や
亡
者
の
造
形
に
は
、
寧
波
系
十
王
図
か
ら
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
業
鋭
の
前
で
獄
卒
が
亡
者
の
髪
を
つ
か
ん
で
捉
え
て

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
十
王
国
」
の
閥
魔
王
幅
(
挿
図

4
)
と
形
態
が

一
致
す
る
。
ま
た
、
先
に
焔
魔
天
間
以
茶
経
図
像
と
の
関
連
を
指
摘

聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」

悶
魔
王
庁
阿
と
焔
魔
天
図
像

1~ 1 4 金処士錐「 卜王図J(メ トロポ

リタン美術館蔵、 十三世紀前半)、

閤魔王阿
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し
た
宮
殿
内
部
に
も
、

寧
波
系
十
王
国
か

ら
の
影
響
は
及
ん
で
い
る
。
宮
殿
内
院
に

お
い
て
、
問
脆
王
の
周
聞
を
取
阻
む
五
官

の
典
拠
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
焔
魔
天
に

関
す
る
儀
軌
に
あ
る
。
た
だ
し
、
種
々
の

図
像
集
を
広
く
見
渡
し
て
も
、
そ
の
姿
を

具
体
的
に
説
明
し
た
も
の
は
な
く
、
本
幅

で
五
官
を
絵
固
化
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、

寧
波
系
十
王
図
に
捕
か
れ
た
多
彩
な
冥
官



の
姿
を
参
照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
悶
魔
王
の
右
手
側
に
立
っ
て
巻
子
を
広
げ
る
冥
官
に
も
、
先
に
掲
げ
た
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵

「
十
王

1/.9 

図
」
の
閤
魔
王
幅
に
描
か
れ
た
冥
官
と
の
形
態
の
近
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
却。

さ
ら
に
、
二
本
の
柱
の
外
側
に
は
三
人
の
冥
官
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
柱
内
側
に
拙
か
れ
た
二
人
と
は
頭
上
の
か
ぶ
り
物
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

閤
魔
王
の
左
右
に
近
侍
す
る
二
名
は
官
吏
を
思
わ
せ
る
黒
い
帽
子
を
戴
く
が
、
外
側
の
三
名
で
は
明
ら
か
に
王
冠
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
十
王
の

う
ち
、
閤
魔
王
以
外
の
王
の
姿
が
重
層
的
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
画
面
向
か
っ
て
左
側
に
脆
く

一
人
の
王
冠
は
、
頂
部
が
金
剛
杵
の

「十王経図巻J(大英図書館蔵、 卜世紀)、五道転輪玉音1¥分

Image copyright (t The British Library Board. Image 

source: Images OnLin巴
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よ
う
な
形
に
な

っ
て
お
り
、
数
燥
出
土
の
「
十
王
経
図
巻
」
(
十
世
紀
、

大
英
図
書
館
蔵
、
挿
図
5
)
に
お
い
て
、

五
道
転
輪
王
が
甲
由
同
と
'児
を

着
け
て
い
る
姿
を
想
起
さ
せ
る
。
本
問
に
拙
か
れ
た
こ
の
冥
官
も
、
川
肱

に
は
鎧
を
ま
と
っ
て
お
り
、
唐
代
に
遡
る
古
様
な
十
王
国
の
像
容
ま
で

も
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
本
一
帆
上
部
に
拙
か
れ
た
悶
魔
王
宮
に
は
、

焔
魔
天
の
造
形
的
伝
統
の
痕
跡
が
は
っ
き
り
と
残
る
い
っ
ぽ
う
で
、
部

分
的
に
は
新
来
の
寧
波
系
十
王
図
、
さ
ら
に
は
唐
代
に
成
立
し
た
十
王

経
図
巻
を
も
参
照
し
て
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
先
に
、
本
怖
の
色
紙
形
銘
文
を
起
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
複

数
の
山
地
(
拠
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
画
面
内
容
に
つ

い
て
も
幅
広
く
先
行
作
品
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
徴

証
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
本
幅
の
銘
文
に
は
、
密
教
の
焔
魔
天
に

関
す
る
儀
軌
か
ら
の
影
響
が
痕
跡
を
留
め
つ
つ
も
、

『地
蔵
十
王
経
』

や

「十
王
生
七
経
」
か
ら

よ
り
具
体
的
な
閲
魔
王
の
イ
メ
ー
ジ
が
追

加
さ
れ
て
い
た
。
特
に

『十
王
生
七
経
」
か
ら
七
々
斎
の
本
尊
と
し
て



の
属
性
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
造
形
而
に
お
い
て
も
、
焔
魔
天
量
茶
羅
の
構
凶
が
怠
識
さ
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
十
王
岡
か
ら

の
直
接
的
な
図
様
の
引
用
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
過
程
を
経
て
制
作
さ
れ
た
本
幅
に
は
、
ど
の
よ
う
な
使
用
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
最
後
に
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
十
五
幅
全
体
の
中
で
の
本
幅
の
役
割
に
つ
い
て
見
通
し
を
述
べ
る
。

お
わ
り
に
|
中
尊
と
し
て
の

「
閥
魔
王
庁
幅
」

聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
に
は
、
「
時
一
叶
仏
側
経
所
説
念
仏
功
徳
幅
」
と
「
優
婆
塞
戒
経
所
説
念
仏
功
徳
幅
」
の
二
一
附
が
含
ま
れ
て
お
り
、
両
幅
と
も
、
称
名

念
仏
に
よ
る
臨
地
獄
か
ら
の
救
済
説
話
が
拙
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
僧
侶
に
よ
る
亡
母
と
国
王
の
済
度
、
後
者
は
妻
に
よ
る
夫
の
勧
化
が
主
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
典
拠
も
『
往
生
要
集
」
に
求
め
ら
れ
る
が
、
同
書
で
幅
広
く
採
録
す
る
諸
行
併
修
に
よ
る
往
生
説
話
の
中
か
ら
、
称
名
念
仏
に
閲
す
る
二
話
の
み
を
選
択

し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
両
幅
と
も
い
っ
た
ん
地
獄
に
堕
ち
た
と
こ
ろ
か
ら
の
救
済
場
耐
を
表
わ
し
、
披
悪
の
場
所
か
ら
で
さ
え
念
仏
に
よ
っ
て

救
わ
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
場
面
に
、
救
済
者
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
念
仏
は
、

一
体
誰
に
向
か
っ
て
発
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
で
流
布
し
た
悶
魔
王
説
話
の
多
く
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
冥
界
に
至
っ
た
人
物
を
閲
魔
王
が
審
問
し
、
そ
の
者
の
善
行
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
却
っ
て
そ
の
人
物
を
称
歎
し
敬
っ
て
現
世
に
送
還
す
る
と
い
う
構
造
を
取
る
。
例
え
ば
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
九
話
で
は
、
藤
原
広
足
な
る
人
物
が
、

-
雌
樗
死
し
て
地
獄
に
堕
ち
た
妻
の
訴
え
に
よ
っ
て
凶
魔
王
庁
に
召
喚
さ
れ
る
が
、
法
華
経
供
養
を
誓
っ
た
こ
と
で
赦
さ
れ
て
蘇
生
し
、
追
善
供
養
に
よ
っ
て
亡

実
の
背
し
み
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
説
話
が
絞
る
。
ま
た
こ
の
説
話
に
お
い
て
開
魔
王
が
広
足
を
現
世
に
還
す
際
、
災
い
を
除
く
た
め
に
広
足
の

頂
に
右
手
で
印
を
つ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
主
人
公
で
あ
る
広
足
は
、
凶
・
聡
王
に
善
行
を
約
束
す
る
こ
と
で
自
ら
は
臨
地
獄
を
免
れ
現
世
へ
蘇
り
、
追
善
供
養

に
よ
っ
て
亡
妻
の
苦
し
み
を
も
和
ら
げ
、
そ
し
て
開
魔
王
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
超
人
的
な
力
を
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
凶
・
腿
王

の
役
割
は
、
密
教
に
お
け
る
焔
魔
天
関
連
儀
軌
に
も
取
り
込
ま
れ
、
し
ば
し
ば
善
無
畏
三
蔵
の
冥
途
蘇
生
習
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

閤
魔
王
の
役
割
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、
聖
衆
来
迎
寺
本
に
お
け
る
二
幅
の
念
仏
功
徳
幅
が
、
本
尊
と
し
て
の
閤
魔
王
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
念
仏
功
徳
幅
の
主
題
は
、
子
に
よ
る
母
の
救
済
、
僧
に
よ
る
王
の
救
済
、
妻
に
よ
る
夫
の
救
済
を
説
く
仏
教
説
話
と
し
て
理

解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
救
済
を
司
る
主
体
こ
そ
が
、
閤
魔
王
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
絵
画
が
掛
け
ら
れ
る
空
間
は
、
や
は
り

聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
閥
魔
王
庁
幅
と
焔
魔
天
図
像

五



ム

ノ、

追
善
・
逆
修
供
養
の
場
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
の
際
、
閣
魔
王
は
中
尊
と
し
て
機
能
し
、
法
会
に
参
集
す
る
者
を
厳
し
い
怒
り
の
表

情
で
訓
戒
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
善
行
を
勘
案
し
て
罪
を
免
じ
、
現
世
に
お
け
る
福
徳
を
も
与
え
る
役
割
が
期
待
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
「
闘
魔
王
庁
幅
」
闘
面
向
か
っ

て
右
の
人
頭
瞳
の
下
に
は
、
頭
上
か
ら
光
明
と
散
華
を
浴
び
る
一
人
の
男
が
脆
く
。
こ
こ
に
は
、
こ
の
男
の
善
行
が
認
め
ら
れ
、
堕
地
獄
を
ま
ぬ
か
れ
た
劇
的

な
瞬
間
が
捕
か
れ
て
い
る
。
聖
衆
来
迎
寺
本
「
六
道
絵
」
全
体
に
描
か
れ
た
壮
大
な
世
界
観
を
前
に
す
る
と
、
あ
ま
り
に
も
小
さ
な
場
面
で
あ
る
が
、
問
魔
王

が
司
る
裁
き
の
庭
に
お
け
る
免
罪
と
福
徳
の
獲
得
、
こ
れ
が
こ
の
「
六
道
絵
」
に
求
め
ら
れ
て
い
た
祈
り
の
あ
り
方
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1 

附
魔
玉
、
及
び
後
述
す
る
焔
魔
天
の
「
閥
(
焔
ご
の
字
に
は
異
体
字
を
含
む
後
数
の
表
記
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
便
宜
的
に
「
閥
魔
王
」
「
焔
魔
天
」

と
記
す
。
ま
た
、
経
文
中
に
あ
る
「
焔
」
の
異
体
字
は
「
焔
」
に
統
一
し
た
。
た
だ
し
、
論
文
か
ら
の
引
用
箇
所
で
は
出
典
の
と
お
り
と
し
た
。

2 

中
野
玄
三
「
閤
魔
天
か
ら
閤
魔
王
へ
」
(
『
悌
教
義
術
』

一五
O
、
一
九
八
三
年
、
中
野
玄
三
『
日
本
仏
教
美
術
史
研
究
』
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
、
及
び
同
『
六

道
絵
の
研
究
』
、
淡
交
社
、

一
九
八
九
年
に
収
録
)
。

3 

醍
醐
寺
座
主
義
演
(
一
五
五
人
1
一
六
二
六
)
編
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
「
淡
魔
堂
篇
」
(
翻
刻
は
、
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
編
、
法
蔵
館
、

一
九
九
一
年
を
参
照
)
に
、

焔
魔
堂
の
創
建
や
尊
像
構
成
に
関
す
る
記
録
が
載
る
。
竹
居
明
男
「
醍
醐
寺
淡
魔
堂
と
そ
の
周
辺
|
宣
陽
門
院
・
九
相
図
壁
画
・
宗
達
|
」
(
『
働
教
義
術
」

一
三
問
、

一
九
八
一
年
)
参
照
。

4 

阿
部
美
香
「
醍
醐
寺
焔
魔
堂
史
料
三
題
」
(
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

一
O
九
、
二

O
O
四
年
)
参
照
。

5 

阿
部
美
香
「
堕
地
獄
と
蘇
生
諌
i
醍
醐
寺
焔
魔
王
堂
絵
銘
を
読
む
|
」
(
『
説
話
文
学
研
究
』
凶
O
、
二

O
O
五
年

a)
、
同
「
醍
醐
寺
焔
魔
堂
の
凶
像
学
的
考
察
」
(
真

鍋
俊
照
編
『
仏
教
美
術
と
歴
史
文
化
』
、
法
蔵
館
、
二

O
O
五
年
b
)
参
照
。
引
用
は
上
記
b
。

6 

山
本
聡
美
「
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動
」
(
泉
武
夫
・
加
須
屋
誠
・
山
本
聡
美
編
『
国
宝

六
道
絵
』
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

O
O七
年
)
参
照
。

7 

引
用
は
、
石
田
瑞
麿
校
注
「
日
本
思
想
大
系
六

源
信
』
(
岩
波
書
庖
、

一
九
七
O
年
)
に
基
づ
く
。

8 

大
申
純
夫
「
十
界
図
考
」
(
『
来
迎
芸
術
』
、
法
蔵
館
、

一
九
八
三
年
所
収
、
初
出
は
一
九
四
一
年
)
。

9 

中
野
玄
三
『
六
道
絵
の
研
究
』
(
淡
交
社
、

一
九
八
九
年
)
作
品
解
説
。

10 

加
須
屋
誠
「
〈
全
場
面
解
説
〉
十
五

関
魔
王
庁
幅
」
(
註
6
前
掲
書
)
。



11 

本
井
牧
子
「
十
王
経
と
そ
の
受
容
(
上
)
逆
修
・
追
善
仏
事
に
お
け
る
唱
導
を
中
心
に
|
」
(
『
岡
語
国
文
」
七
六
六
、

一
九
九
八
年
)
参
照
。

12 

『
大
正
新
術
大
蔵
経
』
図
像
部
七
、

一
五
五
中
。

13 

『
地
蔵
十
王
経
』
は
、
「
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
輯
所
収
の
本
文
を
用
い
、
訓
読
や
現
代
語
訳
は
石
田
瑞
麿
『
仏
教
経
典
選
一
二

民
衆
経
典
』
(
筑
摩
書
房
、

一
九
八

六
年
)
を
参
照
。

14 

こ
の
銘
文
⑩
は
、
右
方
の
色
紙
形
に
記
さ
れ
た
銘
文
②
「
附
魔
王
宮
去
人
間
五
百
山
服
部
」
(
開
魔
王
宮
は
、
人
間
を
去
る
こ
と
五
百
山
勝
那
)
に
お
い
て
、
人
間
世

界
か
ら
の
距
離
的
隔
た
り
を
示
し
て
い
る
文
言
と
対
を
成
す
。
②
で
は
閲
魔
王
庁
ま
で
の
距
離
、
⑩
で
は
そ
こ
へ
至
る
ま
で
の
時
間
が
定
義
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
幅
に
限
ら
ず
、
聖
衆
来
迎
寺
本
各
幅
の
色
紙
形
銘
文
で
は
、
各
世
界
の
位
置
を
明
示
す
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
地
獄
幅
四
幅
で
は
、
色
紙
形
銘

文
の
冒
頭
に
各
身
「
等
活
地
獄
者
在
於
此
閲
浮
提
之
下
一
千
由
旬
」
(
等
活
地
獄
は
附
浮
提
の
下
一
千
由
旬
)
、
「
黒
縄
地
獄
者
在
等
活
下
」
(
黒
縄
地
獄
は
等
活
の
下
)
、
「
衆

A
H
地
獄
者
在
黒
純
下
」
(
衆
合
地
獄
は
泉
純
の
下
)
と
記
し
、
地
獄
相
互
の
位
位
凶
係
を
つ
ぶ
さ
に
説
明
す
る
。

15 

十
斎
日
と
は
、

一
か
月
中
の
決
め
ら
れ
た
斎
日
に
特
定
の
本
格
を
供
養
し
、
現
世
・
後
陛
の
息
災
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
七
七
斎
及
び
こ
れ
に
百
日
・
一
年
・
三

周
忌
を
加
え
た
逆
修
・
追
善
供
養
と
は
本
質
的
に
は
異
な
る
が
、
十
日
の
斎
日
を
設
け
る
点
な
ど
が
共
通
し
、
日
本
に
お
け
る
十
王
信
仰
受
容
の
接
点
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
大
串
純
夫
「
法
成
寺
十
斎
堂
の
地
獄
絵
」
(
『
美
術
研
究
』

一
七
六
、

一
九
四
四
年
)
参
照
。

16 

鷹
巣
純
「
日
本
中
世
に
お
け
る
六
道
絵
・
十
王
凶
の
受
容
と
変
容
|
禅
林
寺
本
十
凶
作
阿
を
め
ぐ
っ
て
|
」
(
中
野
玄
三
・
加
須
原
誠
・
上
川
通
夫
編
「
方
法
と
し
て
の

仏
教
文
化
史
」
、
勉
誠
出
版
、
二

O
一
O
年)。

17 

『
市
続
蔵
経
」
第
一
五
O
冊
、
七
八

O
上。

18 

十
王
の
う
ち
第
四
の
王
と
し
て
「
五
官
王
」
が
登
場
す
る
が
、
色
紙
形
銘
文
と
は
意
が
異
な
る
。

19 

加
須
屋
誠
前
掲
詮
叩
解
説
。

20 

『
大
正
新
怖
大
蔵
経
』
図
像
部
三
、
五
六
二
中
。

21 

『
大
正
新
惰
大
蔵
経
」
図
像
部
三
、
五
六
六
上
。

22 

引
用
箇
所
で
は
「
経
律
異
相
第
五
十
云
」
と
記
す
が
、
実
際
に
は
第
四
十
九
に
見
え
る
。
ま
た
、
五
官
に
関
し
て
は
こ
の
他
『
白
宝
口
抄
』
巻
第
二
一
六
「
焔
魔
天
法
上
」

に
も
見
え
、
同
じ
く
『
経
律
異
相
』
を
出
典
と
し
て
記
す
。

聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
問
魔
王
庁
幅
と
焔
脳
天
凶
像

七
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23 

阿
部
美
香
前
掲
註
5
論
文
b
。

24 

『
大
正
新
術
大
蔵
経
』
図
像
部
五
、
五
四
一
中
。

25 

出
典
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
「
七
集
」
と
は
、
醍
醐
寺
慶
主
を
勤
め
た
後
に
石
山
普
賢
院
に
隠
棲
し
て
著
述
を
行
っ
た
淳
祐
(
八
九

0
1九
五
三
)
に
よ
る
『
石
山
七

集
」
を
指
し
、
そ
の
う
ち
『
胎
蔵
界
七
集
』
(
下
)
「
南
方
焔
魔
羅
王
」
の
項
目
に
同
様
の
説
が
載
る
。
ま
た
『
白
宝
口
抄
』
も
同
様
の
典
拠
を
記
す
。

26 

『
党
禅
紗
」
に
は
、
「
異
縄
」
と
あ
る
が
、
『
胎
蔵
界
七
集
」
で
は
「
黒
縄
」
で
あ
る
。

27 

『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
図
像
部
三
、
五

O
四
上
。
な
お
道
場
観
に
関
す
る
同
様
の
内
容
が
、
第
二
、
第
三
の
締
説
に
も
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
。

28 

『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
図
像
部
三
、
五
O
七
。
な
お
、
こ
れ
に
基
づ
く
鎌
倉
時
代
の
作
例
と
し
て
、
醍
醐
寺
蔵
「
焔
魔
天
長
奈
緩
」
が
あ
る
。
平
安
期
に
遡
る
作
例
と

し
て
、
フ
リ
l
ア
美
術
館
蔵
「
焔
魔
天
受
茶
羅
」
が
あ
る
が
、
欠
損
が
多
く
、
画
面
上
部
と
左
右
の
図
様
が
不
明
で
あ
る
。
清
水
義
明
「
フ
リ
l
ア
美
術
館
本
焔
魔
天

長
茶
緩
解
説
」
(
『
在
外
日
本
の
至
宝
』

一
、
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八
O
年
)
参
照
。

29 

な
お
、
『
地
蔵
十
王
経
』
で
は
人
の
生
涯
に
随
伴
し
て
そ
の
善
悪
を
記
す
「
同
生
神
」
を
総
じ
て
「
双
童
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

30 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
は
南
宋
の
金
処
士
(
金
大
受
)
の
落
款
を
伴
い
、
数
多
く
伝
来
す
る
寧
波
系
十
王
図
の
諸
作
例
の
中
で
も
、
古
様
な
図
様
と
機
式
を
保
つ
優
口
問
で

あ
る
。
元
来
一
具
で
あ
っ
た
う
ち
の
二
幅
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
系
統
に
基
づ
く
日
本
製
十
王
図
が
、
京
都
・
誓
願
寺
本
を
は
じ
め

と
し
て
複
数
現
存
し
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
十
王
図
の
受
容
と
展
開
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

[
付
記
]

本
稿
は
、
二

O
一
一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
倒
「
経
説
絵
巻
の
基
礎
的
研
究
」
(
研
究
代
表
者
・
山
本
聡
美
)
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、

図
1
と
図
2
に
関
し
て
は
、
聖
衆
来
迎
寺
の
山
中
忍
恭
師
に
掲
載
許
可
を
賜
り
、
そ
の
う
ち
図
1
は
金
井
社
道
氏
撮
影
の
蘭
像
を
利
用
し
た
。
図
4
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
、
図
5
は
大
英
図
書
館
よ
り
掲
載
許
可
と
画
像
の
提
供
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
わ
し
た
い
。


